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【課題の概要】 

 本研究の目的は、貧困が子どもに及ぼす影響が、様々な地域

特性や自治体における政策によってどのように緩和されるのか

をマルチレベル分析や GIS を駆使した分析を行い、各地の子ど

もの貧困対策を地域の独自の特性を生かした政策にするための

エビデンスを構築することである。具体的には、各自治体が既

に実施した子どもの生活実態調査の個票データを統合し、そこ

に様々な地域特性及び自治体政策のデータを重ねることによ

り、これらと貧困の子どものウェルビーイングがどのように関

連しているのかを分析する。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 子どもの貧困と地域格差は現在の日本における大きな課題で

あり、自治体調査を大規模クロスセクション・データとして活

用するという構想には意味がある。また、地域特性を明らかに

するために各自治体が個別に実施している調査を統合するとい

う着眼点や、既に複数の自治体とも関係の構築が出来ている点

も評価できる。貧困が子どもに及ぼす影響を、剥奪指標に着目

して分析する点や、地域特性と地域政策への注目など、新規性

は高い。 

 


